
Free Speech in its Forgotten Years の著者であり、表現の⾃由・学問の⾃由分野
の第⼀⼈者であるラバン教授に、アメリカにおける表現の⾃由の通史に関する
ご講演を頂きます。憲法制定時における⾔論⾃由の役割、第⼀次世界⼤戦頃ま
での⾔論の⾃由に対する抑制的司法解釈、ホームズ・ブランダイス裁判官の反
対意⾒、その後の司法解釈の転換期における明⽩かつ現在の危険テストの役割
とその衰退、1970年以降の選挙資⾦や営利的⾔論への第⼀修正の拡⼤までを通
史的に扱います。

同志社⼤学アメリカ研究所第３７回コロキアム
共催：同志社⼤学アメリカ研究所・部⾨研究２

アメリカにおける表現の⾃由の歴史
The History of Freedom of Expression in the United States

⽇時：2025年6⽉9⽇（⽉）15時00分〜17時00分

会場：ハイブリッド開催
対⾯ 同志社⼤学今出川キャンパス寧静館3階N３３教室
オンライン Zoom
参加登録：https://forms.gle/GmevxbpUPWQyH2YS8
講演者：David M. Rabban（テキサス⼤学オースティン校ロースクール教授）
⾔語：英語（参加者に講演原稿の原⽂とその邦訳を事前に配布致します）
※合理的配慮が必要な⽅は問合せ先までご連絡ください

同講演は、公益財団法⼈末延財団の助成を受けたものです


